
                 令和 4 年 5 月 9 日 

                         一般社団法人沖縄県美ら海教育学校 

渡嘉敷島美ら海冒険キャンプ 

◇活動趣旨 

 

◇活動主催： 一般社団法人沖縄県美ら海教育学校 

  代表理事 星原貴保 

 

◇場所： 渡嘉敷島海洋キャンプ場 

 

◇対象： 小学校 5 年生～中学 3 年生 

 

◇定員： 30 名（＊先着順） 

 

◇開催日時： ① 8 月 1 日～8 月 2 日 ② 8 月 22 日～8 月 23 日 

 

◇募集期間： 令和 4 年 6 月 30 日まで（＊募集人数によっては延長する場合有） 

 

◇参加費： 15,000 円（＊子供ゆめ基金の助成を受けているため） 

 

（料金に含まれるものとして、シュノーケリング体験代、カヤック体験代、インストラクター指導料、器材代、

講話講習料、保険代、フェリー代、食事代、宿泊テント代、バンガロー代、野外炊飯代、キャンプファイヤー代

等が全て込み） 

 

◇内容：  

〇シュノーケリング体験： 正しい装備と知識、泳ぎの技術を指導します。バディシステムを使いチームビルデ

ィングを形成。海洋レスキューも含めた指導により安心安全な環境づくりを学びます。水生生物や自然現象など

の観察の仕方や注意点を学びます。 

 

〇カヤック体験： 風、潮、流れの読み方や漕ぎ方を指導します。バディシステムによりチームワークを強化し

ながら、海の見え方が違う事による観察の仕方なども学習します。 

 

〇星空観察体験： 月や火星など他の惑星を観察させる事によって、海がある惑星は地球しかないという事から、

どのように海が出来たのかなどを学びます。宇宙を観察して体感する事によって、何気なく見ている星や海の存

在の大きさを再認識するのが狙いです。 

近年、世界に誇る綺麗な海があるにも関わらず、子どもたちの海遊び離れが増加しています。海のキャンプ体験

を通じて、海を楽しむための正しい知識・装備・技術を伝達指導、学習する事で体験後も普段の生活の中で安全

に楽しく海に入る機会を増やします。海の中を見る事でサンゴや動植物など海の環境がどれだけ多様性に優れた

場所であるか、海ゴミやサンゴの白化など海の環境について問題意識をもって学んでもらいます。体験後は海に

ついての環境問題に対して継続的に問題意識をもってもらい、海や自然や環境について思いを巡らせるように成

長してもらいたいです。この活動を通してより多様な地元の人々や子供が海の課題や海と地域のあり方に関心を

持つようになって頂きたいです。地元の子供達が誇りをもって出来るようにする。 



〇海の生き物講話： サンゴという生き物について、またその生態系について学びます。危険生物などを含め生

き物の特徴や観察の仕方を指導します。生物観察のなかで自然環境問題についての現状を知り、海の環境の未来

について関心を持つことができるように取り組む内容になります。 

 

〇野外炊飯 〇テント泊体験 〇キャンプファイヤー： 仲間たちとテント設営や野外炊飯、キャンプファイヤ

ーなどを行う事で、チームビルディングでの「生きる力」を育みます。大自然と海と空に囲まれた中で感動体験

を共有する事で、何もない中で工夫をしながら何でも自分たちで不格好でも出来るように、自分の事を自分でや

れる人間の生きる力を仲間たちと一緒に身につけます。たくましい「心と体」を養います。 

 

◇スケジュール： ＊チラシに明記 

 

◇保険：  死亡・後遺症 7,900 千円 

入院日額   8,000 円 

通院日額   5,000 円 

 

◇安全体制： 指導員は経験豊富な指導員になります。救急救命指導者、自然体験指導員、シュノーケリング、

ダイビングインストラクター優良資格者です。緊急対応も熟知し緊急事態フローチャートを保持し、有事の際は

それに従って連携を取りアシストしていきます。 

 


